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福岡国道事務所における
「老朽化橋梁の里親活動」
に関する取り組みについて

1.　はじめに

平成26年 ４ 月14日，社会資本整備審議会道路分
科会は，「最後の警告　今すぐ本格的なメンテナ
ンスに舵を切れ」という『道路の老朽化対策の本
格実施に関する提言』を建議した。道路の老朽化
対策が叫ばれる中，福岡国道事務所の管理橋梁の
現状は建設後50年以上経過した橋梁の割合が約38
％と高く，全国平均と比較した場合，10年後の高

齢化をすでに迎えている状況である（図― 1）。
また，維持管理は，点検だけでなく，診断→措
置→記録→次の点検というメンテナンスサイクル
を構築し，道路構造物の適切な維持管理を遂行す
る必要がある（図― 2）。
特に，点検結果を踏まえた「診断」という段階
は，道路管理者として，次回点検までの対応方針
（補修の要否，経過観察の判断等）を決定する重
要なポイントである。
このような背景を踏まえ，安全・安心な社会基
盤を提供・維持するためには職員の構造物に対す

図― 1　建設後50年以上経過の橋梁の割合（上：全国，下：福岡国道）
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る健全度診断の技術力を備える必要があると考
え，今回は重要構造物である橋梁において，職員
による「老朽化橋梁の里親活動」を平成26年度か
ら始めた。
本稿では，本活動の具体的内容と得られた成果

について紹介する。

2.　‌�「老朽化橋梁の里親活動」の‌
具体的内容

⑴　概　　要
「まずは橋梁を自らみてみる」ということを第
一歩とした場づくりを行い，「新たな気づきのき
っかけ」を図るために実施した。

※�個々の橋梁の生い立ち（適用示方書や周辺環境
等）を知ることによって，的確な点検及び診断
を行うための着眼点について，自らが現場にて
体感する（図― 3）。
⑵　里親橋梁の選定（ 5～ 6月）
平成26年度に橋梁点検を予定している197橋の
うち，橋長及び建設年度等を勘案し，係長以下41
人に対し，各自 １橋を割り当てた。なお，割り当
てにあたっては，担当する事業に近い現場の橋を
割り振って，できるだけ通常業務の延長で，協議
等の外出ついでに現場に行けるように配慮した。
⑶　技術講習会の実施（ 5～ 7月）
点検及び診断における知識習得を図るために，
点検要領の解説や設計技術の変遷等，外部講師も
含め計 ３回の講習会を実施した（写真― 1）。
⑷　里親橋梁の点検（ 9月～翌年 3月）
橋梁点検を受注したコンサルタントが実施する

図― 2　メンテナンスサイクルを構築

図― 3　取り組み概要

写真― 1　技術講習会の状況（H26.6 第 2回）
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点検実施日を事前に里親に連絡し，同行するよう
にして実施した（写真― 2）。
また，点検同行時には前回の点検調書を持参

し，変状の進行性等を確認することとした。

⑸　判定会議への出席・討議（ 3月）
里親橋梁においては，点検結果を踏まえた健全

度の診断を行う判定会議に出席し，判定区分の決
定に関する討議に参加した（写真― 3）。

⑹　補修工事の現場見学（ 3月）
平成26年度に実施していた春吉橋の橋梁補修工

事について，設計コンサルタント（若手技術者も
参加）と設計手法・思想について意見交換したの

ち，現地にて現場見学した（写真― 4）。

3.　‌�平成26年度実施を通じて得られた‌
成果【体感することによる気づき】

今回の取り組みを通じて，里親自らが現場でみ
てみたことによって，得られた成果や体感するこ
とによる気づきについて紹介する。
⑴　その現場にしかない条件から変状要因を特定
点検調書に載っている損傷写真を実際現場でみ
てみると，ほぼ同じ条件の箇所で損傷が発生して
いる箇所（腐食部）と発生していない箇所（健全
部）を確認した。現地にて全体を見渡すことで，
なぜ片方だけ損傷が起きてしまったのかという原
因に気づくことができ，現場にはその変状に至る
原因があるということを実感した（図― 4）。
⑵　診断に要する情報収集が点検
現地点検を行い，判定会議に参加したが，現地
で腐食している写真しか撮影しておらず，鋼材が

写真― 2　コンサルタントとの合同点検

写真― 3　判定会議への出席・討議

写真― 4　設計コンサルタントとの意見交換

図― 4　その場にしかない条件から変状要因を特定

測定箇所（腐食部） 測定値：8.09mm 測定箇所（健全部） 測定値：13.00mm
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腐食により板厚減少を生じていたのか，腐食の要
因となっていた漏水・滞水がどこから生じていた
のかという視点がなく，周辺環境による進行性を
加味した適切な診断を行うための情報収集が不足
していたと実感した（図― 5）。
⑶　理想的な予防保全である日常管理の大切さ
現地点検を行ったところ，橋座に漏水・滞水を

確認した。排水系統を確認したところ，全ての排
水桝で土砂が詰まっていて，その結果，伸縮装置
から水が浸入していた。このような排水機能不全
により，主要な部材である主桁や支承の腐食に繋
がっていくため，未然に要因を除去する日頃から
の維持作業の大切さを実感した（図― 6）。

⑷　維持管理を考慮した新設橋設計の重要性
現地点検を行ったところ，狭隘部が多く，桁端
部に近寄れない，橋座への漏水・耐水が多いこと
を実際目にして，新設橋の建設段階における維持
管理視点の重要性を実感した。また，自動車専用
道路にある橋梁点検においては，夜間全面通行止
めを実施したが，点検のために交通規制を要しな
いように，既設橋も含めて，検査路の設置が必要
だと実感した（図― 7）。
⑸　維持管理に関する意識の変化
今回の取り組み前後における橋梁の点検・診断
技術に関する意識について，ほとんどの職員が
「更に技術を高めたい」，「メンテナンスに携わり
たい」と感じた結果となった（図― 8）。

図― 5　診断に要する情報収集が点検

図― 6　理想的な予防保全である日常管理の大切さ
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4.　おわりに

今回，「まずは自らの目でみてみる」ことを第
一歩として取り組みを開始したところ，現地での
体感による新たな気づきと視野の拡大に加えて，
維持管理に関する現場の重要性を改めて実感され
たことが，実施前後の意識の変化にも繋がったと

考えられる。
今後，次世代へ安全かつ安心なインフラ資産を
引き継いでいくためにも，各自が維持管理に関す
る問題意識を持ち，工夫・改善の共有化，そして
行動に起こすことが大切である。
引き続き，維持管理を通して，現場に出る機会
を増やしていくとともに，メンテナンス技術者と
して自己研鑽を積みながら，互いに切磋琢磨して
いくことの一助となる活動に繋がれば幸いである。

図― 7　維持管理を考慮した新設橋設計の重要性

図― 8　取り組み前後の橋梁の点検・診断技術に関する意識の変化
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